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一考察中屠 闘するyレ-ロ
〈水産機械皐歎蜜〉喜一郎林
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c*産機械事教室〉捕贋橋高

A STUDY ON FISHING TRAWL OPERATED IN ANY DEPTH OF SEA-WATER. 

Kiichiro KOBAYASHI and Hiroya TAKAHASHI. 

(FacuHy of Fisherie自， HokkaHo University) 

The authol's have tried a study on the capability of fishin，g tra¥¥l operated in any dep出

of sea-water with type of ottertrawl. 

lf the values of the weight and resi白色anceof trawl net and otter-board in water ate 

giveu， the rel必ionbetween the length of warp and the depもhof water can be e前imated，

supposIng thn.t the form of the warp agrees with a catenary curve. (In Fig. 1) 

The compllted numerical values are shown ill Tnble 1. 
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1‘1"1¥"，1 nct re自isto.ncein wo.ter. 

Otter-honrd weight ill wo.ter. 

Otter-猷lardresistance in wilter. 

~ngle of the r自白ultnntT 1 to the horizonbl line， where 

Angle of the re日ulhntT2 to出ehorizollhl line， where 

Angle of the resul匂ntTo to the horizonも0.1line， where 

Wnrp wei邑htper unit lellgth Ill w白色er.

然る時は戎式が成立つ。

in kg 

in kg 

in kg 

T1=P1+宥 I

T2=P2+W2 
To =T1 +1.'2 

in kε1m 

to.n 01 = 'V t/P 1 …..，・H・.....・H ・…・・(1) ; ぬnO2 =W2.'P2.….. ...・H ・..，…......・・(2); 

T1 =，v'W I2τP1 !…・…H ・H ・...(:司 T， =..，IW22τp，2 …......…h …(4) ; 

手綱の水中重量が網の抵抗に比して犬ならざる場合には、手綱はほピ直線を主主すから、網にか Lる

カT 1 は手綱を通して、そのま、の方向でオツグ ~.d":~ドにか L る。従ってワ{プの下端に於て、 T 1
とT2とが同時に加わるととになり、弐D式が成立つ

T・=，v'I..Pl十 P，)2+(Wl土W2戸……(5); tanOo =(羽71::!::W2 )/(p，十 P2)…"(6); 
〈負競はオツグ{ボードの浮力が大脊〈、水中重量が上向きの時である。〉

ヨえにワ{プの下端に~て上記のカ To が 00 の方向 Jて加はる時のワ{プの長さと、ワープ下端の水深
との開係を求める。

ワープが流れの方向となす角が小なる時は、 !7~プにか L る抵抗虫、は、その水中重量と、張力とに
比して小とみなされるので、とれを無視すれ，ば、ワープD任意の縁棄について、ヨえの式が成立。3)。

dT/dl=ωsin 0………………間 T{と=ωcos0…・…….........(8);

CdO=dl..・H・H ・...…H・H・....(9) ; d h = d 1 sin 0 ・・・………(10); 

但 Cは線棄D曲華経学僅で遣うる。

酬を(7)に入れ，て

dT=ωdh; 故に T=ωh+C

h= -hoで T=Toなる故 T=To+ωh+ωho 

更にh=o・でT=T'とすれば、ワ{プの上端に於てはT'=To十ωho・・H ・H ・………・・日

ヨえに(9)を(8)に入れ，て

TdO=ωcos 0 dl 

とれと(7)とより dlを消去して

dT IT=-tan 0 dO; 故に logT=-logco目。+0
と主に 0=00でT=T。 放に Tcos () = '1'0 cos 00・・H・H・....・H・..…回)

(7)と聞とより

dl=」17=ー立-一-ーdT ω日1nσ 也九/I -CJ，Z白 ，'Pn --，-， … ρ …u 副μlー(4fcosOo)z

=守[jぶ石+2主主宰")-sIn 00) 回!
fTo+ωho 

故に1= .: { ナ o一一--コ「
つ'1'0 ;/ J -(守倒的z

更に爾漣を hoで割れ，ぽ

山 =w~: (j5川 i23t+(会y-sin 00) 凶

。。に種々な角度を輿えた時、 ωhoIToとl/hoとの閥係について数値計算すると、第1衰の如くなる。
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倫hoが輿えられると網の位置は次式から容易に求められ，る。

R==ho 十Ssin01・・・・ H ・H ・..…・…・・岡

Tゆle1. Re1ations betwee狙 1/110andω110 ITo when 00 is a 戸.r3meter.

ijho 

Z元~σ いいぴいグ 1 20.1 25・ 1 30. 1 3グI40. 
~g旦~I 63.24 

」盟旦
1/500 引.64

.-!8.旦ー|笠竺
1/100 U生17
1/8ゆ I12.64 
1/50 10.04 

」旦ι一I~型
11却 6.40

1ω_I~主主
I 1.73 

【情記】

とLに注意すべきととは、 ho

が小さくて(例えば 1m)、表か

ら求めた lの値も亦小ざい場合

〈例えば2.9m)には、;;tツグ戸

ポ{ドの開張が制限される。従

って 1の値は、オヅグーポ戸ド

の関口度によって定まる最小値

があるわけで、、常にとれよ P大
たらしめなければ友らない。も

しとれ，より小なる時は、00を減

少せしめるか、或は ωfToをノj、

きくして、 1を長〈ずる必要が

ある。

本報占は本事部井上教授主任纏営の科挙試験研究、噴火濁の総合的研究c一部をなす稚魚トロ戸ル

の研究心強備的考察としてなされたもDで、同教授よ P棒始指導を仰いだ。叉本撃部費藤、川崎南教

授からは、しばしば有益な助言を得た。と Lに厚く謝意を表ナ。
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